
私たちは、これからも「新しい茨城づくり」にチャレンジしていきます。

迷
す
る
世
界
情
勢
や
日
本
の
経
済
的
地

位
の
低
下
な
ど
、
大
変
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
物
価
高
と
実
質

賃
金
の
低
迷
、
さ
ら
に
は
止
ま
ら
な
い

東
京
の
一
極
集
中
の
中
、
本
県
を
含
む

地
方
は
、
人
口
減
少
に
伴
う
深
刻
な
人

手
不
足
と
地
域
社
会
の
衰
退
の
危
機
に

さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
環
境
が
激
変
し
て
い
る

時
代
に
あ
っ
て
現
状
維
持
に
し
が
み
つ

く
こ
と
は
、
最
も
危
険
で
あ
り
「
過
去

の
延
長
線
上
に
未
来
は
な
い
」
と
の
考

え
の
も
と
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
新
た
な
道
を
切
り
拓
い
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
も
、

引
き
続
き
、「
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
す
る

県
政
」、「
ス
ピ
ー
ド
を
重
視
し
た
結
果

に
こ
だ
わ
る
県
政
」、「
県
民
に
と
っ
て

優
先
順
位
の
高
い
施
策
に
資
源
を
集
中

す
る
県
政
」
を
推
進
し
、
人
口
減
少
時

代
を
力
強
く
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
、

国
内
外
か
ら
「
茨
城
に
住
み
た
い
、
住

こ
れ
ま
で
の
２
期
８
年
で
見

え
て
き
た
課
題
と
成
果
、
３

期
目
に
あ
た
っ
て
の
抱
負
、
取
り
組
み

を
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

大
井
川
知
事　

私
は
、
８
年
前
の

知
事
就
任
以
来
、
常
に
人
口
減
少

社
会
を
茨
城
県
が
ど
う
乗
り
越
え
て
い
く

か
を
最
大
の
課
題
と
考
え
、「
挑
戦
」「
ス

ピ
ー
ド
感
」「
選
択
と
集
中
」
と
い
う
３
つ

の
基
本
姿
勢
を
県
庁
全
体
で
共
有
し
な
が

ら
、
常
に
先
手
先
手
で
新
た
な
施
策
を
打

ち
出
し
、
困
難
な
課
題
に
も
果
敢
に
挑
戦

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
企
業
誘
致
や
農
産
物
輸
出
、

医
師
確
保
、
障
害
者
支
援
施
設
「
あ
す
な

ろ
の
郷
」
の
再
編
整
備
、
特
色
あ
る
教
育

へ
の
改
革
な
ど
に
お
い
て
着
実
に
成
果
を

上
げ
、
１
人
あ
た
り
の
県
民
所
得
は
過
去

最
高
の
全
国
第
３
位
に
躍
進
す
る
な
ど
、

本
県
の
持
つ
潜
在
能
力
の
高
さ
を
改
め
て

証
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
混

み
続
け
た
い
」
人
が
大
い
に
増
え
る
、「
活

力
が
あ
り
、
県
民
が
日
本
一
幸
せ
な
県
」

の
実
現
を
目
指
し
、「
新
し
い
茨
城
」
づ
く

り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
新
し
い
茨
城
」
づ
く
り
に
向

け
て
重
点
的
に
進
め
る
施
策

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
お

う
か
が
い
し
ま
す
。

大
井
川
知
事　

ま
ず
、
本
県
に
他

地
域
に
は
な
い
特
長
を
つ
く
る
た

め
の
「
差
別
化
」
で
す
。
人
口
減
少
社
会

に
お
い
て
国
内
外
か
ら
多
く
の
人
や
投
資

を
惹
き
つ
け
る
に
は
、
本
県
な
ら
で
は
の

魅
力
と
価
値
を
創
出
す
る
「
差
別
化
」
が

極
め
て
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
日
立
市
に

お
け
る
日
立
製
作
所
と
の
共
創
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
推
進
に
、
県
と
し
て
も
積
極
的
に

関
わ
っ
て
未
来
の
街
づ
く
り
を
推
進
し
た

り
、
県
植
物
園
や
県
民
の
森
を
、
全
国
で

も
例
の
な
い
特
別
な
体
験
が
で
き
る
場
所

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
な
ど
、
常
識
に
と

ら
わ
れ
ず
新
し
い
発
想
で
工
夫
を
重
ね
、

本
県
独
自
の
「
差
別
化
」
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
本
県
の
将
来
の
発
展
を
見
据
え

た
「
イ
ン
フ
ラ
へ
の
投
資
」
で
す
。
人
口

減
少
社
会
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
活
力
を

生
み
出
し
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
実

現
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
は
、
し
っ
か
り
と
投
資
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

最
後
に
、「
多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る

社
会
の
実
現
」
で
す
。
人
口
減
少
社
会
に

お
い
て
は
、
多
様
な
人
材
が
そ
れ
ぞ
れ
の

能
力
を
活
か
し
て
地
域
の
発
展
に
貢
献
で

き
る
社
会
づ
く
り
が
不
可
欠
で
す
。
こ
の

た
め
、
国
籍
や
性
別
、
年
齢
、
障
害
の
有

無
な
ど
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
能
力
と
意

欲
に
応
じ
て
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
挑
戦
」「
ス
ピ
ー
ド
感
」「
選
択
と
集
中
」
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に道は開ける）」。

　

大
井
川
和
彦
知
事
は
、
３
期
目
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
「
挑
戦
」「
ス
ピ
ー
ド
感
」「
選
択

と
集
中
」
と
い
う
３
つ
の
基
本
姿
勢
を
掲
げ
、
県
民
が
日
本
一
幸
せ
と
感
じ
る
県
づ
く
り
を

目
指
す
決
意
を
語
っ
た
。
企
業
誘
致
や
医
療
・
教
育
改
革
、
障
害
者
支
援
施
設
の
再
編
整
備

な
ど
で
着
実
な
成
果
を
重
ね
て
き
た
２
期
、
８
年
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
新
し
い
茨
城
」

づ
く
り
に
向
け
て
は
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
差
別
化
、
持
続
可
能
な
社
会
を
支
え
る
イ
ン

フ
ラ
投
資
、
多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
環
境
整
備
を
柱
に
据
え
、
国
内
外
か
ら
「
住
み
た

い
、
住
み
続
け
た
い
」
と
思
わ
れ
る
県
を
目
指
す
。
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、「
新
し
い
豊
か

さ
」「
新
し
い
安
心
安
全
」「
新
し
い
人
財
育
成
」「
新
し
い
夢
・
希
望
」
の
４
つ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
掲
げ
、
企
業
立
地
の
推
進
や
空
港
の
国
際
化
、
県
北
地
域
の
振
興
、
公
共
施
設
の
老
朽

化
対
策
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
の
施
策
を
展
開
す
る
。
と
り
わ
け
、
災
害
・
危
機
に
強
い
県

づ
く
り
に
向
け
て
は
、
河
川
の
堤
防
整
備
や
流
域
治
水
、
避
難
所
の
環
境
改
善
、
木
造
住
宅

の
耐
震
化
促
進
な
ど
、
先
手
の
防
災
対
策
を
重
層
的
に
展
開
。
地
域
の
守
り
手
で
あ
る
建
設

業
界
と
の
連
携
強
化
に
も
言
及
し
、
技
術
力
と
即
応
力
を
活
か
し
た
共
創
の
姿
勢
を
示
し
た
。

「
活
力
が
あ
り
、

 

県
民
が
日
本
一
幸
せ
な
県
」へ
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９月の知事選挙で再選果たす

新
し
い
茨
城
づ
く
り
に
全
力

（２）2025年（令和7年）11月13日（木曜日）日本工業経済新聞（昭和41年12月14日第三種郵便物認可）



私たちは、これからも「災害・危機に強い県土づくり」に貢献していきます。

政
策
ビ
ジ
ョ
ン
で
掲
げ
る
４

つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

大
井
川
知
事

第
１
に
、「
新
し

い
豊
か
さ
」
で
す
。

ま
ず
、
企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
企
業
の
立
地
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

産
業
用
地
確
保
に
取
り
組
み
、
多
く
の
企

業
の
立
地
を
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、
全

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、

高
付
加
価
値
な
成
長
産
業
の
生
産
拠
点
・

本
社
機
能
や
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
フ
ラ
ッ

グ
シ
ッ
プ
拠
点
の
誘
致
に
取
り
組
み
、
若

者
が
望
む
魅
力
的
な
雇
用
の
創
出
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
の
た
め
、
引
き
続
き
、
水
素
、
ア
ン
モ

ニ
ア
な
ど
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拠

点
化
や
、
高
温
ガ
ス
炉
の
実
証
炉
の
誘
致

な
ど
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
２
に
、「
新
し
い
安
心
安
全
」
で
す
。

ま
ず
、
県
民
の
命
を
守
る
医
療
提
供
体

制
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
立
中
央

病
院
と
県
立
こ
ど
も
病
院
の
統
合
を
含
む
、

水
戸
保
健
医
療
圏
に
お
け
る
病
院
再
編
や

鹿
行
保
健
医
療
圏
に
お
け
る
救
急
医
療
提

供
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
喫
緊
の
課

題
と
し
て
、
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
に
向
け
て
は
、

水
道
事
業
の
広
域
連
携
を
進
め
る
と
と
も

に
、
下
水
道
管
路
の
老
朽
化
対
策
に
計
画

的
に
取
り
組
む
な
ど
、
上
下
水
道
事
業
の

持
続
的
な
運
営
を
図
り
、
安
心
安
全
な
暮

ら
し
の
基
盤
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

災
害
・
危
機
に
強
い
県
づ
く
り
に
向
け

て
は
、
想
定
を
超
え
る
災
害
は
い
つ
で
も

起
こ
り
う
る
こ
と
を
念
頭
に
、
河
川
の
堤

防
整
備
の
み
な
ら
ず
、
調
節
池
や
田
ん
ぼ

ダ
ム
の
整
備
な
ど
の
流
域
治
水
対
策
の
ほ

か
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
支
援
体

制
の
強
化
や
避
難
所
の
生
活
環
境
対
策
、

木
造
住
宅
の
耐
震
化
促
進
な
ど
、
先
手
の

防
災
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

第
３
は
、「
新
し
い
人
財
育
成
」
で
す
。

ま
ず
、
次
世
代
を
担
う
「
人
財
」
の
育

成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
基
礎
的
な
学
力
の

向
上
を
図
る
だ
け
で
な
く
、
意
欲
あ
る
中

高
生
を
対
象
と
し
て
、
英
語
と
Ｉ
Ｔ
を
学

ぶ
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
ほ
か
、

起
業
家
精
神
の
醸
成
に
向
け
た
取
り
組
み

を
よ
り
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
英
語
で
英
語
以
外
の
教
科
を
学
ぶ
「
イ

マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
」
を
導
入
す
る
な
ど
、

多
様
な
才
能
を
伸
ば
し
、
自
ら
考
え
未
来

を
切
り
拓
け
る
「
人
財
」
や
、
グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
で
活
躍
で
き
る
「
人
財
」
を
育
成

し
て
ま
い
り
ま
す
。

優
秀
な
外
国
「
人
財
」
に
選
ば
れ
る
県

づ
く
り
向
け
て
は
、
イ
ン
ド
な
ど
か
ら
の

優
秀
な
人
材
の
確
保
を
進
め
る
と
と
も
に
、

生
活
の
困
り
ご
と
相
談
へ
の
対
応
の
充
実

や
、
遠
隔
医
療
通
訳
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な

ど
に
よ
る
生
活
環
境
の
整
備
に
力
を
入
れ

て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
地
域
社
会
の
分
断
を
招
か
な

い
、
外
国
人
と
の
秩
序
あ
る
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
、
外
国
人
が
、
身
近
な
地
域

で
日
本
人
と
関
係
を
構
築
し
、
社
会
に
溶

け
込
め
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め

る
一
方
、「
適
正
雇
用
推
進
宣
言
制
度
」
な

ど
を
通
じ
た
、
業
界
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
全
体
で
の
「
不
法
就
労
者
を
雇
わ
な
い
、

雇
わ
せ
な
い
、
見
過
ご
さ
な
い
」
と
い
う

意
識
の
醸
成
や
、
県
警
本
部
な
ど
と
連
携

し
た
、
不
法
就
労
な
ど
の
ル
ー
ル
違
反
に

対
す
る
厳
格
な
対
応
な
ど
に
よ
り
、
外
国

人
の
適
正
雇
用
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
４
は
、「
新
し
い
夢
・
希
望
」
で
す
。

茨
城
の
潜
在
能
力
を
さ
ら
に
大
き
く
開

花
さ
せ
、
将
来
に
わ
た
っ
て
夢
や
希
望
を

描
け
る
県
に
す
る
こ
と
は
私
の
使
命
で
す
。

我
が
国
が
急
激
な
人
口
減
少
に
直
面
す
る

中
、
本
県
で
は
、
近
年
、
人
口
の
社
会
増

加
数
が
全
国
上
位
で
推
移
し
て
お
り
、
大

都
市
圏
に
次
ぐ
「
社
会
増
」
が
定
着
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
今
後
も
こ
の
流
れ
を
よ
り

確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
、
若
者
に
魅
力

あ
る
雇
用
の
場
づ
く
り
や
県
内
企
業
の
魅

力
発
信
の
強
化
な
ど
の
よ
り
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
を
促
進
す
る
な
ど
、
若
い
世
代
を
中
心

に
本
県
へ
の
移
住
や
二
地
域
居
住
に
つ
な

げ
、「
選
ば
れ
る
」
茨
城
づ
く
り
を
加
速
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
県
の
発
展
の
基
礎
と
な
る
陸
・

海
・
空
の
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
は

じ
め
と
し
た
社
会
資
本
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
土
浦
及
び

東
京
延
伸
の
推
進
、
茨
城
空
港
や
茨
城
港

と
鹿
島
港
の
２
つ
の
国
際
港
湾
の
機
能
強

化
の
ほ
か
、
来
年
度
全
線
開
通
見
込
み
の

東
関
道
水
戸
線
や
圏
央
道
の
４
車
線
化
の

整
備
促
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

政
策
ビ
ジ
ョ
ン
で
揚
げ
る

４
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進

JX金属と工業団地取得で協定

県立あすなろの郷再編が完了

中央ふ頭地区国際コンテナターミナルが着工茨城空港将来ビジョンで提言を受ける

新しい茨城づくりへの挑戦新しい茨城づくりへの挑戦
日本工業経済新聞（３） （昭和41年12月14日第三種郵便物認可）2025年（令和7年）11月13日（木曜日）



私たちは、これからも茨城の発展と地域社会に貢献していきます。

県
北
の
振
興
に
つ
い
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

大
井
川
知
事

私
は
、
知
事
就
任

当
初
か
ら
、
県
北
地
域
が
「
活
力

が
あ
り
、
持
続
可
能
な
地
域
」
と
な
る
こ

と
を
目
指
す
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｔ
」
の
も
と
、
県
北
地
域
の
振
興
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

新
た
な
人
財

の
呼
び
込
み
や

雇
用
創
出
に
向

け
、
地
域
の
強

み
で
あ
る
も
の

づ
く
り
企
業
の

競
争
力
強
化
や

県
北
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
躍
促
進
の
ほ

か
、
交
流
人
口
の
拡
大
の
た
め
、
豊
か
な
自

然
環
境
を
生
か
し
た
常
陸
国
ロ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
や
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
の
整
備
等
に
よ
る
滞

在
・
体
験
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
、
ま
た
、

日
立
市
に
お
け
る
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
主

体
的
に
関
わ
り
、
未
来
の
街
づ
く
り
に
向
け

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
着
実
な
推
進
を
図
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
今
年
度
は
新
た
に
、
県
北
地
域
の

豊
か
な
ア
ウ
ト
ド
ア
環
境
を
体
感
す
る
国
内

唯
一
無
二
の
過
酷
な
サ
バ
イ
バ
ル
レ
ー
ス
Ｏ

ｋ
ｕ
ｋ
ｕ
ｊ
ｉ
「
Ｘ
」
や
、
人
気
ア
ニ
メ
と

の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
魅
力
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
や
飲

食
店
を
周
遊
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
県
北
地

域
の
差
別
化
に
磨
き
を
か
け
、「
仕
事
づ
く

り
」「
人
づ
く
り
」「
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
」
の

取
り
組
み
を
着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

茨
城
空
港
活
性
化
に
向
け
て

は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
か
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
、
空

港
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

大
井
川
知
事

茨
城
空
港
に
お
い

て
は
、
２
０
２
４
年
度
の
旅
客
数

が
、
こ
れ
ま
で
の
最
多
で
あ
っ
た
２
０
１

９
年
度
を
上
回
り
、
約
78
万
人
と
過
去
最

多
と
な
り
ま
し
た
。

国
内
線
で
は
、
３
月
よ
り
福
岡
便
が
増

便
と
な
り
、
過
去
最
多
の
１
日
８
便
が
運

航
し
て
お
り
ま
す
ほ
か
、
国
際
線
で
は
、

５
月
か
ら
、
韓
国
の
清
州
と
の
定
期
便
が

初
就
航
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
私
自
ら

防
衛
大
臣
に
要
望
を
行
っ
た
結
果
、
８
月

に
は
、
国
際
線
が
就
航
で
き
な
い
曜
日
や

時
間
帯
な
ど
の
制
限
の
撤
廃
が
実
現
し
、

更
な
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
取
り
込
み

に
向
け
た
環
境
が
調
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ソ
ウ
ル
（
仁
川
）
便
の
新
規
就
航
が
今
月

に
実
現
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
急

激
な
増
加
な
ど
航
空
需
要
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
去
る
７
月

に
、
茨
城
空
港
が
今
後
目
指
す
べ
き
姿
・

果
た
す
べ
き
役
割
、
そ
れ
ら
を
実
現
す
る

た
め
に
必
要
な
取
り
組
み
を
ま
と
め
た
「
茨

城
空
港
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
取
付
誘

導
路
の
複
線
化
や
駐
機
場
の
拡
張
な
ど
、

空
港
の
機
能
強
化
に
向
け
た
道
筋
を
示
し

て
お
り
、
本
県
の
将
来
の
飛
躍
の
た
め
の

投
資
と
し
て
、
今
後
、
本
ビ
ジ
ョ
ン
の
実

現
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
一
層
の
路
線

誘
致
や
増
便
に
取
り
組
み
、
国
内
外
と
の

交
流
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
首
都
圏
第

３
の
空
港
を
目
指
し
、
必
要
な
空
港
機
能

の
強
化
や
利
便
性
の
向
上
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

企
業
立
地
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
い
か
が
お
考
え
で
し
ょ

う
か
。

大
井
川
知
事

成
長
分
野
の
本
社

機
能
の
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
、

難
病
や
希
少
な
疾
患
の
治
療
薬
を
開
発
す

る
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
の
日
本
新
薬
株
式
会

社
に
よ
る
、
つ
く
ば
市
で
の
研
究
開
発
拠

点
の
拡
充
計
画
を
、

企
業
立
地
補
助
金

の
対
象
事
業
と
し

て
、
去
る
７
月
に

認
定
式
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

ま
た
、
現
在
開
発
を
進
め
て
い
る
県
施
行

の
工
業
団
地
「
常
陸
那
珂
工
業
団
地
拡
張
地

区
」
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
年
５
月
の
Ｊ
Ｘ

金
属
の
立
地
決
定
に
続
き
、
第
２
次
分
譲
と

し
て
、
半
導
体
関
連
企
業
３
社
の
立
地
が
決

定
す
る
な
ど
、
着
実
に
先
端
産
業
の
集
積
が

進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
若
者
が
望
む
魅
力
的
な
雇
用

の
創
出
に
向
け
て
、
利
益
率
の
高
い
、
高

付
加
価
値
な
先
端
産
業
の
生
産
拠
点
や
本

社
機
能
を
は
じ
め
、
特
に
グ
ロ
ー
バ
ル
企

業
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
拠
点
の
誘
致
活
動

を
展
開
す
る
な
ど
、
１
社
で
も
多
く
の
優

良
企
業
の
立
地
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
た
な
人
財
、雇
用
を
創
出

県
北
振
興
、空
港
活
性
化
、企
業
誘
致

住みたい、住み続けたい茨城県へ住みたい、住み続けたい茨城県へ

選挙期間に政策を訴える

茨城空港の将来イメージ

物流機能の強化
＋

ターミナル内の脱炭素化 新たな物流機能の強化

企業立地の促進
（新たな港湾利用の確保）

憩い・賑わいの場の創出

新たな交流拠点ゾーンの創出
（大型クルーズ船の受入）

茨城港長期構想　常陸那珂港区イメージ

住みたい、住みたい、住み続けたい住み続けたい茨城県へ茨城県へ
（４）2025年（令和7年）11月13日（木曜日）日本工業経済新聞（昭和41年12月14日第三種郵便物認可）



私たちは、これからも 
「新しい茨城づくり」に 
貢献していきます。

公
共
施
設
の
老
朽
化
、
ま
た
、

下
水
道
管
路
の
特
別
重
点
調

査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

大
井
川
知
事　

本
県
の
橋
梁
な
ど

の
道
路
施
設
や
下
水
道
施
設
、
県

営
住
宅
な
ど
の
建
築
物
の
多
く
は
、
高
度

経
済
成
長
期
に
整
備
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、

急
速
に
進
行
す
る
老
朽
化
へ
の
対
策
が
課

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

県
で
は
、
茨
城
県
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
に
基
づ
き
施
設
の
長
寿
命
化
を
計

画
的
に
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
財
政
負
担

の
軽
減
や
平
準
化
を
図
る
と
と
も
に
、
人

口
減
少
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
応
じ
た
公

共
施
設
な
ど
の
最
適
な
配
置
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

道
路
の
橋
梁
に
つ
き
ま
し
て
も
、
橋
梁

長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
策
定
し
、
損
傷
が

軽
微
な
段
階
で
早
め
に
修
繕
を
行
う
予
防

保
全
型
の
管
理
へ
の
転
換
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
本
年
１
月
に
埼
玉
県
八
潮
市
で

発
生
し
た
道
路
陥
没
事
故
を
踏
ま
え
、
国

の
方
針
に
基
づ
き
実
施
し
た
下
水
道
管
路

の
全
国
特
別
重
点
調
査
で
判
明
し
た
要
対

策
箇
所
へ
の
対
策
に
つ
い
て
も
、
適
切
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
の
補
助
事
業
な
ど
を
最
大
限
に
活
用

し
、
予
防
保
全
型
の
管
理
へ
の
転
換
を
図

り
な
が
ら
、
適
切
な
県
有
施
設
の
維
持
管

理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

建
設
業
界
に
向
け
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
け
ま
す
か
。

大
井
川
知
事　

建
設
業
は
、
日
頃

か
ら
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
維

持
管
理
を
担
う
と
と
も
に
、
災
害
発
生
時

の
現
場
復
旧
や
家
畜
伝
染
病
の
防
疫
活
動

へ
の
協
力
な
ど
、
県
民
の
安
心
・
安
全
な

生
活
を
支
え
る
「
地
域
の
守
り
手
」
と
し

て
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

と
く
に
近
年
は
、
自
然
災
害
が
頻
発
化
・

激
甚
化
し
て
お
り
、「
災
害
・
危
機
に
強
い

県
づ
く
り
」
を
着
実
に
進
め
て
い
く
上
で
、

地
域
に
精
通
し
技
術
力
を
有
す
る
建
設
業

の
皆
様
の
存
在
は
、
大
変
心
強
く
感
じ
て

お
り
ま
す
。

建
設
業
が
、
就
労
環
境
の
改
善
や
生
産
性

向
上
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
魅
力
あ

る
産
業
と
し
て
、
将
来
に
わ
た
り
発
展
し

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

県
と
し
ま
し

て
も
、「
災
害
・

危
機
に
強
い
県

づ
く
り
」
を
着

実
に
推
進
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
建
設
業
が

働
き
や
す
く
魅

力
あ
る
産
業
と

な
る
た
め
の
環

境
づ
く
り
に
、

共
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま

す
。

３期目へ初登庁

災害災害・・危機危機にに強い県づくり強い県づくりをを着実着実にに
日本工業経済新聞（５） （昭和41年12月14日第三種郵便物認可）2025年（令和7年）11月13日（木曜日）


